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特集 第5回「原発と人権」全国研究・市民交流集会 in ふくしま
分科会「人間と核の関係を考える」

本日の内容

TPNWの現状

第２条〜第４条の概要

第２条～第４条の論点

参考文献・情報源

（参考図）

2

核兵器禁止条約第2条から第4条
ーいくつかの論点をめぐってー

核フォーラム
2021年5月8日

核兵器廃絶日本NGO連絡会
河合 公明

コメント 核フォーラムの情報・資料は、

      www.hankaku-j.org/event.html

                            から閲覧できます。

解説
核兵器禁止条約
第１回

解説
核兵器禁止条約
第２回

核フォーラム
2021 年２月 13 日
山田寿則（明治大学）

核フォーラム
2021 年 5月 8日
山田寿則（明治大学）

•核フォーラムについて
•核兵器禁止条約（TPNW）をめぐる現状
•TPNWの概要
•第１条の解説

本日の内容
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～　編集部より　～

　この4月5日、第5回「原発と人権」全国研究・市民交流集会inふくしま（4月3日開催）の、

日本国際法律家協会・当協会の共催による分科会「人間と核の関係を考える」を行い

ました。過去4回、「核兵器と原発」を分科会のテーマとしてきましたが、今回、「人

間と核の関係」は法的、政治的課題にとどまらず、社会的、哲学的、倫理的、科学的

課題でもあるとの問題意識から、私たちは核の時代をいかに生きるべきか、をテーマ

にとりあげました。講師の報告、パネルディスカッション、質疑応答、いずれも充実

した内容であったことは、参加者から寄せられた感想からも実感いただけるかと思い

ます。

　来る7月8日は国際司法裁判所（ICJ）核兵器勧告的意見が出されて25年という節目

にあたります。25年の間に国際法はどのように深化したのか。本誌掲載論稿はそれを

検証する試みです。次回核フォーラム（裏表紙参照）もICJ核兵器勧告的意見25周年を

とりあげます。この内容も引き続き当誌でお伝えできればと考えています。（恭）

　皆様のご意見・ご感想をお寄せください。また、投稿大歓迎です。投稿ご希望の方は、

日本反核法律家協会事務局までご連絡願います。
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